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はじめに 

文部科学省は、学校教育法を平成１９年６月に改正し、第４２条においては、学校評価を行い、その

結果に基づき学校運営の改善を図り、教育水準の向上に努めることを規定しました。また第４３条におい

ては、学校の情報提供に関する規定を新たに設けました。さらに、上記の学校教育法改正を受けて、学校

教育法施行規則を平成１９年１０月に改正し、現在に至っています。 

時代の変化が加速度的に進む中、教員の働き方について検討される一方、社会の要請に応えうる学校教

育・学校づくりに向けた議論の中で、学校教育の在り方にも様々な意見が出されています。四天王寺小学

校は平成 29 年度の入学生から「変わる！宣言」により、「探究学習」「英語教育」「塾との連携」の三つの

柱を軸に教育改革を実施しました。それまでの小中一貫校から６ヶ年完結型小学校へと姿を変え、中学受

験校としての歩みを続けてまいりました。令和５年３月には、「変わる！宣言」後初めての卒業生を送り出

し、児童が希望する進路へ雄飛してくれました。実施初年度を迎えた「特別選抜制度」による併設校（四

天王寺中学校及び四天王寺東中学校）への進学者も予想を上回る結果となりました。 

さて、今後予測不可能と言われる社会の変化に対応しうる資質・能力を身につけ、確かな学力を重ねる

ことで社会の人々に寄り添うことのでき、より人間らしい人間として時代をのり越え、きり拓いてゆく人

間の育成をめざす本校では、教育活動をはじめとする学校運営の状況について評価し、その結果について

の説明責任を果たしつつ学校自ら改善を行っています。また、その結果に応じて設置者が必要な支援等を

行い、本校における教育水準の向上・保証を目的とした学校評価システムの構築とそのさらなる充実・改

善を図っているところであります。 

また、今年度の評価においては、平成２８年 4 月に発表した「変わる！宣言」が具現化されていく中

で、教職員の意識の高まりが見られ、今まで以上に厳しい目で自らの実践を評価している姿が浮かび上が

る内容となっています。 

平成２１年 4 月開校の本校は、平成２２年度に学校評価検討委員会を設け、学校評価をどのように導入

するかについて検討し、平成２２年度は「自己評価」を実施しました。平成２３年度より、「自己評価」の

内容を精査し、より実態に即した内容で評価項目を設定して実施してきました。 

また、平成２４年度より、「学校関係者評価」として後援会実行委員会４役（会長、副会長、会計、会計

監査）の皆様からの評価（ご意見）もいただいております。さらに平成２６年度からは、保護者のご意見

をこれまで以上に学校運営の改善に反映させるべく、「保護者アンケート」を実施し、より利用者目線に立

った客観的かつ厳しい学校評価の実現に努めました。 

各重点目標における令和 3 年度と令和 4 年度の得点比較については、前年度より大幅に得点が下がって

いる項目は、「変わる！宣言」による教育改革が、より具体的行動を実施された故に評価得点判断が甚深に

行われたものと見受けられます。 

この学校評価により、児童がより良い教育活動を今以上に享受できるよう、学校運営の改善を図り、本

校が益々発展することをめざしてまいります。 

令和５年 7 月１日 

四 天 王 寺 小 学 校 

校長  花山  吉徳 

 

■ 建学の精神                                  

聖徳太子は、推古元年（西暦 593 年）に四天王寺を創建し、敬田院とされました。その設立の精神は、「帰

依渇仰 断悪修善 速證無上大菩提處」であり、それは、全ての生きとし生けるものが、仏教に帰依し、深

く信じ、悪を断ち、善を修め、速やかに仏の悟りを得て、その境地に達することのできる場所を意味します。

また、敬田院と同時に、国家の基礎であり、仏教の重要な教えである慈悲行の実践の場所として、施薬院・

療病院・悲田院を設立して四箇院とされました。敬田院で研鑽を積んだ人材が、他の三院の運営に関わり、

平和で人々が幸せに暮らせる国づくりに尽力しました。その敬田院の精神を建学の精神として、大正 11 年

（西暦 1922 年）に聖徳太子 1300 年御忌記念を機として、学校法人 四天王寺学園は創立されました。 

創立以降、聖徳太子のご偉業の中から、三経義疏（勝鬘経義疏・維磨経義疏・法華経義疏）を撰述された

ことを受け、特に勝鬘夫人・維磨居士を範とした教育を打ち出し、また聖徳太子が制定された十七条憲法に

準拠して学園訓を制定しました。十七条憲法の第一条「和を以って貴しとなす」に象徴される「和の精神」

により、道徳観・倫理観を涵養し、勉学・スポーツ等において自己を徹底して磨く教育を実践してきました。

社会には時代ごとに国内外を問わずあらゆる課題が存在しますが、その課題解決のために、利他の心を起こ

し、磨き上げた自己の知識・技能をもって、人々に寄り添える人材を育成することが本学園の使命でありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

学園訓   一、和を以て貴しとなす        

   一、四恩に報いよ  

     四恩とは   

      国の恩 

      父母の恩  

      世間の恩  

      仏の恩なり 

   一、誠実を旨とせよ 

   一、礼儀を正しくせよ 

   一、健康を重んぜよ 
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■ 学校教育目標                                

 

聖徳太子の「利他と和」の精神を礎に 

志高く豊かな日本のこころを育む 

 

  建学の祖である聖徳太子の仏教精神を礎に、「智育」「徳育」「体育」と、古来より 

私たち日本人が大切にしてきたものの継承に重点をおいた教育に取り組みます。 

                              

           

 仏教精神を基盤にした普遍的価値を学ぶ人間教育 

・真のエリートをめざした智慧と教養を身につける・・・・・・・智 

・自国の伝統や文化を理解し、誇りに思えるようにする・・・・・智 

・勤勉、誠実、謙虚な心を大切にする・・・・・・・・・・・・・徳 

・正しい振る舞いや正しい礼儀を実践する・・・・・・・・・・・徳 

・他者への優しさをもち、親や祖先を大切にする・・・・・・・・徳 

・自然に対する畏敬の念をもつ・・・・・・・・・・・・・・・・徳 

・たくましい健康な心と体をつくる・・・・・・・・・・・・・・体 

 

 

宗教教育（礼拝・瞑想・宗教の時間）・教科指導・特別活動・生活指導 

               

  

体験を通して普遍的価値を知る   教科を通して知恵と教養を学ぶ   活動を通して心身を鍛える 

 

・文化や伝統を学び、継承する   ・読み、書き、計算の基礎技能   ・基礎体力を身につける 

・礼儀作法を学ぶ          と基礎的な知識を習得する    ・協同的な行動力を習得する 

・情緒を感じる          ・思考力、判断力、表現力を伸ばす ・健康や安全に関心をもつ 

・武道に親しむ          ・探究力を鍛え、人間的感性を   ・規範意識を身につける 

高める 

総合的な学習の時間        国語、算数をはじめとする      保健体育・給食指導 

特別活動（クラブ活動等）     各教科・補習            特別活動・学校行事 

 

 

 

 

■ 今年度重点目標 Plan                      

 本校の教育活動では、前項に掲げた「建学の精神」、および「学校教育目標」に貫かれている仏教の精神を

基盤とした教育は、その運営から実践面に至るまで種々の専門的観点において目標化し、取り組んでいく必

要がある。 

「利他と和」の精神、すなわち「他者の利益を重んじ、お互い助け合う。」ことの大切さを児童育成の基

本理念に掲げ、心の教育を充実させるべく、「Plan１．～ ９．」の重点目標を設定することとした。     

 

 

■ 評価方法                                   

今年度重点目標「Plan１．～ ９．」の達成度を検証するために、重点目標ごとに評価項目 Do を設

け、以下のような形でアンケートを実施した。なお、今年度、新たに設問を見直した項目がある。  

１）実施対象：  回答教員 実施数（２１名） 

２）実施形態：  自己評価によるアンケート 

３）評価項目毎に４段階で評価し、分析と考察を行う 

Ａ(当てはまる) Ｂ(やや当てはまる) Ｃ(あまり当てはまらない) Ｄ(当てはまらない) 

４）評価点算出式：５×Ａの％ ＋ ４×Ｂの％ ＋ ２×Ｃの％ ＋ １×Ｄの％ ＋ ＝ 評価点 

※評価点は、四捨五入して 1/10 の位で表す。 

※無答は、回答者数に含めない。       

教員の自己評価に加え、保護者アンケートの実施結果を掲載し、併せて関係者評価として学校関係者

評価委員会の方々のご意見をまとめさせていただいた。 

 

 

 

 

 

 

１．学校運営：教育目標の実現に向け、教職員が一丸となった学校運営を行う 

 ２．仏教教育：仏教精神を生かした学習に取り組み、望ましい人格形成を行う 

 ３．学習指導：学習活動や行事運営の計画的な実施を心がけ、日々の授業の効果を高める 

 ４．入試広報：効果的な入試広報活動を行い、本校が求める児童募集をめざす。 

 ５．健康教育：児童の健やかな成長に向けて、保健的・体育的な指導の内容を高める 

６．生活指導：安全教育や集団づくりに取り組み、規律正しい生活習慣を確立する 

 ７．研究研修：教員の資質や授業力を向上させるため、研究・研修を実施する 

 ８．人権教育：人権侵害やいじめの実態を把握し、適切な指導や未然防止に取り組む 

 ９．進路指導：児童や保護者のニーズに応える進路指導をめざす 
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■ 具体的な取り組み                         

Plan１ 学校運営 育てたい児童像を改めて見つめなおし、単年度重点目標を策定した。令和

5 年４月 3 日の教員研修で全体化し、教育活動の統一を図る。 

Plan２ 仏教教育 生活の根幹となる態度の育成のため、週１時間の「宗教」の時間についての

カリキュラムを全学年で履修した。令和 5 年度に向けて、特別の教科「道

徳」の指導要領に基づいた年間計画となるよう再編成した。 

Plan３ 学習指導 5 年生の校外学習（4 月 25 日実施）を、関西国際空港・泉佐野漁港から赤目

四十八滝に変更し、生物や地学の探究学習へと昇華させた。令和 5 年度の校

外活動を探究学習の系統性を意識して、全面的に見直した。 

Plan４ 入試広報 令和 3 年度末に計画した広報イベントは感染症対策を講じながら、全て実施

できた。4 月にはミニ学校見学会、春と秋には幼稚園遠足や園独自の説明会

など少人数で行うミニイベントも令和 3 年度より多く実施できた。 

Plan５ 健康教育 文部科学省や大阪府教育庁私学課の通達に沿って、適宜その時々に応じた新

型コロナウイルス感染症対策を行っている。換気や手洗いうがいの励行に加

えて、令和４年度は、場面に応じたマスクの使用法が適切にできつつある。

令和 5 年度に向けて、「with コロナ」の観点に則り、より新型コロナウイル

ス感染症対策が図れるよう、学校全体で取り組む必要がある。 

Plan６ 生活指導 毎週火曜日に各学年の教員 1 名と生活指導部長、管理職で「生活指導連絡

会」を開催し、ルールについての再確認や現状のきまりの見直しなどを行っ

た。また、その会議録を教員のタブレットから常時見られるようにすること

により学校全体で包括的な指導ができるように努めた。 

Plan７ 研究研修 夏季休業中に探究学習と ICT の活用についての教員研修を実施した。本校の

特徴的な取り組みである「自主学習ノート」を、タブレットを活用して探究

学習へと発展させることをねらいとして、学び合った。また、3 学期に「探

究学習発表会」を行った。児童の発表を通して、本校独自の探究学習につい

て教員も学ぶことができる場とした。 

Plan８ 人権教育 いじめに関するアンケートを年間２回行い、いじめの早期発見やいじめにつ

ながる事象の把握に努めた。児童間でトラブルがあった時には、いじめ対策

委員会を開催し、学校全体でその解決を図った。 

Plan９ 進路指導 個別の進路相談を行い、児童や保護者の想いに沿った進路指導を行ってい

る。その中で、自分の将来像と重なる進路選択ができるように指導してき

た。また、本校児童のみ対象の中学校見学を 6 校に対して実施し、参加家庭

はのべ 73 組となった。児童や保護者が自らの目で学校を見て、自分の進路を

切り拓く機会となった。 
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■ 評価結果の分析と考察                               

Plan１．学校運営：教育目標の実現に向け、教職員が一丸となった学校運営を行う 

（評価の目標点 ４００） 

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

1 
教育目標の実現に向け、児童の実態を考慮した

学習計画や行事の計画を作成する。※ 
47.6 47.6 4.8 0.0 438.1 409 

2 
小学校の教育理念や教育目標に基づく教育活動

を行う。 
52.4 47.6 0.0 0.0 452.4 414 

3 
児童募集に対する意識を高く持ち、入試広報イ

ベントや入試に臨んでいる。※ 
61.9 38.1 0.0 0.0 461.9 386 

4 
管理職や教職員同士の相互理解や信頼関係に基

づいて教育活動を行う。 
38.1 52.4 9.5 0.0 419.0 398 

※＝昨年度と文言の変更あり 

 

Plan２．仏教教育：仏教精神を生かした学習に取り組み、望ましい人格形成を行う 

（評価の目標点 ４００） 

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

5 
本校の教育目標に沿ったカリキュラムを作成す

る。 
35.0 65.0 0.0 0.0 435.0 452 

6 
仏教校外学習や「仏教の教え」「以和貴タイ

ム」等で学んだことを日々の指導にいかす。※ 
57.9 36.8 5.3 0.0 447.4 439 

7 宗教の時間（道徳）の指導時数を確保する。 40.0 55.0 5.0 0.0 430.0 448 

8 

宗教の時間を始め、教育活動全般を通して仏

教精神を生かした指導を行い、望ましい人格

形成に成果をあげる。 

36.8 57.9 5.3 0.0 426.3 418 

※＝昨年度と文言の変更あり 

 

 

Plan１．学校運営：教育目標の実現に向け、教職員が一丸となった学校運営を行う 

（評価の目標点 ４００） 

№ 
 

結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

1 
学習計画、行事計画共に児童の実態に即して、

計画し概ね実施できた。 

新カリキュラムの完成（令和 4 年度）の

検証や反省を次年度にいかしていく。 

2 

全ての教員が四天王寺学園の建学の精神をはじ

め、小学校の教育理念や教育目標に基づく教育

を展開している。 

年度当初に教育理念や単年度重点目標に

関する研修を行い、教員の意識の統一を

図る。 

3 

教員一人一人がそれぞれの立場で児童募集の意

識を持って取り組めている。一部の教員に負担

が偏らないように、業務分担の工夫を引き続き

思案していく。 

新型コロナウイルス感染症防止対策が緩

和されるとともに、広報へのかかわり方

の幅も広がってくると考えられる。よ

り、全教員が児童募集の意識を高く持っ

て取り組めるように図っていく。 

4 
新たな取り組みを行う際は、各分掌の部長や学

年主任との協議を経てきた。 

日常的な報告や相談にも適切に指示指導

ができるように心がけていく。 

 

 

Plan２．仏教教育：仏教精神を生かした学習に取り組み、望ましい人格形成を行う 

（評価の目標点 ４００） 

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

5 

「利他と和の精神」に基づいたカリキュラムの

作成、実施した。毎月の生活目標をカリキュラ

ムに反映するとさらに効果的になる。 

より充実したカリキュラムの作成、実施

を行う。生活目標の見直したうえで、再

度カリキュラムの編成を行う。 

6 

四天王寺と連携を取り、仏教行事として遂行す

ることができた。「以和貴タイム」での学びを

児童の日常に下ろして伝えていく必要がある。 

仏教校外学習は、四天王寺で実際に子ど

もたちが仏教に直接触れることができる

機会なので毎年実施していく。 

7 
仏教に関する学習は確保できているが、道徳の

時間があまり確保できていない課題がある。 

道徳の時間数確保については検討してい

く必要がある。 

8 
毎月の生活目標と宗教の時間との関連性が薄

く、学びを生活に生かし切れていなかった。 

子どもたちの生活と宗教の時間がより関

連するように年間指導計画を見直す。 
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Plan３．学習指導：学習活動や行事運営の計画的な実施を心がけ、日々の授業の効果を高める 

（評価の目標点 ４００）  

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

9 効果的な教科、領域のカリキュラムを立てる。 45.0 50.0 5.0 0.0 435.0 426 

10 校時どおりに学習活動を行う。※ 85.0 15.0 0.0 0.0 485.0 465 

11 授業を年間指導計画通りに進める。 55.0 45.0 0.0 0.0 455.0 457 

12 チャイムと同時に授業を開始する。 70.0 25.0 5.0 0.0 460.0 457 

13 丁寧な発問・質疑応答をする。 55.0 45.0 0.0 0.0 455.0 465 

14 持たせた副教材はすべて十分に活用する。 55.0 45.0 0.0 0.0 455.0 430 

15 公平で正しい評価をする。 80.0 20.0 0.0 0.0 480.0 474 

16 
学力不振の児童に対して適切な指導と支援を行

う。 
45.0 50.0 5.0 0.0 435.0 430 

17 個に応じた指導を行い、学力の向上をめざす。 55.0 45.0 0.0 0.0 455.0 439 

18 妥当な年間行事計画を立てる。 55.0 45.0 0.0 0.0 455.0 422 

※＝昨年度と文言の変更あり 

 

Plan３．学習指導：学習活動や行事運営の計画的な実施を心がけ、日々の授業の効果を高める 

（評価の目標点 ４００）   

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

9 立てたカリキュラムを実施することができた。 
日能研と連携を図りながら、各教科・領域

のカリキュラムの精査が必要である。 

10 校時を意識した学習活動が実施できている。 継続して進める。 

11 
年間指導計画通り進むことができなかった学年

があった。 

時数調査や学習進度の確認を継続して行

う。計画した年間指導計画が妥当であった

か検討する必要がある。 

12 概ね、チャイムと同時に授業を開始できた。 
児童一人ひとりが予鈴を意識できるよう継

続した指導を行う。 

13 
児童の発達段階を意識しながら、主体的な学習

活動を促す発言や助言を勧めている。 

教員研修を充実させて効果的な指導のあり

方を深める。 

14 
概ね、副教材を十分活用できたが、児童の学習

定着の差により、一部活用しきれなかった。 

基礎学力の定着を徹底した上で、児童の実

態にあわせて、活用していく。 

15 
児童一人ひとりの学習過程を大切に評価し、評

価項目に沿った評価できるように努めている。 
今後も適切な評価を行うように努める。 

16 
休み時間、放課後等を用いて、個別指導を行っ

ている。結果が出るまで粘り強く取り組みた

い。 

宿題・自主学習の時間やたいし教室を活用

し、継続して個別指導でのフォローを行う 

17 

タブレットを活用したり、習熟度別授業を実施

したりして、一人ひとりにきめ細かな指導・支

援を進めている。 

ICT 教育に係る教員研修を取り入れなが

ら、より効果的な指導・支援ができるよう

努める。 

18 年間行事計画の改善を継続して行う。 
他分掌や学園系列校と連携を図りながら、

行事の精査は今後も継続して行う。 
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Plan４．入試広報：効果的な入試広報活動を行い、本校が求める児童募集を目ざす 

（評価の目標点 ４００）  

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

19 効果的な広報計画、広報活動を行う。 14.3 52.4 33.3 0.0 347.6 416 

20 適切な情報の発信（HP 等）を行う。 38.1 47.6 14.3 0.0 409.5 450 

 

Plan５．健康教育：児童の健やかな成長に向けて、保健的・体育的な指導の内容を高める 

（評価の目標点 ４００）  

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

21 
健康・安全・保健に関する、児童の発達段階に

応じた年間指導計画を作成する。 
36.8 63.2 0.0 0.0 436.8 461 

22 
健康診断、健康観察、保健相談等により、健康

保持、事故防止を適切に行う。 
57.9 42.1 0.0 0.0 457.9 478 

23 適切な教育相談、カウンセリングを行う。 60.0 40.0 0.0 0.0 460.0 478 

24 
体育行事を計画的かつ適切に実施し、児童の健

康保持、体力向上に成果をあげる。 
26.3 73.7 0.0 0.0 426.3 396 

25 
給食の食べ方やマナー、栄養指導といった食育

指導を適切に行う。 
15.0 80.0 5.0 0.0 405.0 400 

 

 

 

Plan４．入試広報：効果的な入試広報活動を行い、本校が求める児童募集を目ざす 

（評価の目標点 ４００）  

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

19 

入学者数は、昨年度と比較し 12％減少した。結

果から見ると、効果的な入試広報活動は十分で

きなかったと言える。 

新たなイベントの計画・イベント内容・

イベントスケジュール等の精査を行い、

より効果的な広報活動を行う。 

20 

ＨＰやインスタでの情報発信を適切に行うこと

ができた。発信する情報内容が本校の PR につな

がっているのか、検証する必要がある。 

インスタがブログの閲覧数を超えたの

で、これまで以上にインスタの充実を図

る。発信内容を吟味する。 

 

Plan５．健康教育：児童の健やかな成長に向けて、保健的・体育的な指導の内容を高める 

（評価の目標点 ４００）  

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

21 

怪我や病気の予防・性教育などが計画的に実施

された。また、保健だよりを通じて啓発を行っ

た。ポストコロナの時代を控え、新たな指導内

容の検討が求められる。 

外部人材を活用した学習のさらなる充実

と、実施時期を検討する。 

22 
健康診断などから適切な医療受診を促し、健康

保持増進に努めた。 

生活指導部との連携を図り、児童の心身

の健康観察に努め、事故防止につなげ

る。 

23 

保護者・児童の実態を考慮しカウンセリングの

活用を促した結果、サポートの必要な児童への

適切な支援が増えてきている。 

カウウンセラー、担任、教職員による組

織的連携に一層努める。 

24 

授業、委員会活動による啓発で、健康保持の意

識は高まってきている。パワーアップタイムで

の学級あそびを行っているが、進んで外で遊ん

だり、運動したりする児童は少ない。 

筋力、柔軟性などの体力向上を図り、外

で遊ぶ児童が少ない現状から、進んで運

動する意欲を高める工夫が必要である。 

25 

感染症予防の食事の仕方は徹底できたが、食事

のマナーや好き嫌いなく食べること等食育指導

が至っていない部分があった。 

発達段階に応じた栄養指導と食育の充実

を図る。 
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Plan６．生活指導：安全教育や集団づくりに取り組み、規律正しい生活習慣を確立する 

（評価の目標点 ４００） 

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

26 
正しい掃除の仕方を指導や清掃用具の整備を行

い、清潔で美しい学校づくりを行う。 
38.1 57.1 4.8 0.0 428.6 461 

27 
安全生活指導（防災訓練）を計画的に実施し、

危機管理意識を向上させる。 
70.0 30.0 0.0 0.0 470.0 430 

28 交通安全指導を適切に計画・実施する。 70.0 30.0 0.0 0.0 470.0 387 

29 
学校のきまりや公共のルール、マナーを順守さ

せる。 
28.6 66.7 4.8 0.0 419.0 459 

30 

いじめ問題や不適切な問題行動に対して、的確な対

応をするために、自ら積極的に研鑽を深め、指導力

の向上を行う。※ 

47.6 52.4 0.0 0.0 447.6 441 

31 
縦割り活動を計画的に実施し、異年齢集団の交

流を行う。 
50.0 45.0 5.0 0.0 440.0 426 

32 
いじめ問題を正しく理解し、適切な指導ができ

るよう研修を行う 
30.0 65.0 5.0 0.0 420.0 373 

※＝昨年度と文言の変更あり 

Plan７．研究研修：教員の資質や授業力を向上させるため、研究・研修を実施する 

（評価の目標点 ４００） 

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

33 
多様な学力観に対応できるよう研修を行い、授

業改善にいかす。 
45.0 50.0 5.0 0.0 435.0 332 

34 
初任者研修を計画的に実施し、初任者の指導力

向上に役立てる。 
29.4 47.1 23.5 0.0 382.4 418 

35 
モジュールタイムの計画と運用を適切に行い、

児童の学力向上に役立てる。 
40.0 60.0 0.0 0.0 440.0 461 

 

 

Plan６．生活指導：安全教育や集団づくりに取り組み、規律正しい生活習慣を確立する 

（評価の目標点 ４００） 

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

26 
学期ごとに用具の確認、整備を行った。児童の活
動である美化委員会も、積極的に活動できた。 

自分たちの学校をきれいにしようとする
意識を高める指導をすすめていく。 

27 
各種訓練を計画的に実施し、危機管理意識を向
上するよう取り組んだ。 

より実践的な訓練を取り組む必要があ
る。 

28 
全校一斉下校に年間 8 回交通安全指導に取り組
み、交通安全にかかる意識の向上に努めた。 

今年度の学年別の取組を総括し、より有
効的な取組みについて検討する。 

29 
児童朝会等で必要に応じて注意喚起を行うとと
もに、年間 8 回交通安全指導に取り組んだ。し
かし、以前交通マナーについて課題は残る。 

より有効的な取組みについて検討する。 

30 
いじめ関連アンケートを年間 2 回実施し、いじ
め防止に取り組むとともに、必要に応じて「い
じめ防止対策委員会」を開催した。 

教員研修の場のみならず、日常的に各々
の学級児童について交流し、教員全体で
いじめ防止に取り組み、研鑽を深める。 

31 
コロナ禍で、十分な活動は展開できなかった
が、徐々に活動の幅を広げていくことはでき
た。 

コロナ前の活動状態に戻し、浮かび上が
ってきた課題を見出して、取り組みを進
めていく。 

32 
人権研修の中で、いじめや問題行動に対する具
体的な対処の方法を議論し、共通理解をした。 

事例検証や実際の対策を議論するなど、
実践レベルで取り組みを進めている。 

 

Plan７．研究研修：教員の資質や授業力を向上させるため、研究・研修を実施する 

（評価の目標点 ４００） 

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

33 

探究学習について、低学年と中学年で研究授業

を行い、高学年については、事例報告を行っ

た。 

全学年研究授業を行う。全教員で参観討

議を３学年、低中高学年それぞれで見合

う授業を３学年として実施する。 

34 

これまで教職の経験が皆無の教員はいなかっ

た。転任者に対し、部としての研修は行えず、

管理職による指導を定期的に実施した。 

継続して授業力アップ、教員力アップを

めざして取り組みを進めていく。 

35 
モジュールで使用するワークブックによって、

子どもたちの英語力を分析することができた。 

児童に必要な力を、学年別、経験別に精

査していく。 
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Plan８．人権教育：人権侵害やいじめの実態を把握し、適切な指導や未然防止に取り組む 

（評価の目標点 ４００） 

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

36 
児童の実態に即した人権教育の年間指導計画を

作成する。 
26.3 63.2 10.5 0.0 405.3 430 

37 日々の教育活動に人権教育の成果をいかす。 42.9 57.1 0.0 0.0 442.9 430 

38 
児童間で人権侵害事象を起こらないよう取り組

む。※ 
57.1 42.9 0.0 0.0 457.1 413 

39 児童への人権侵害と思える言動を発しない。 71.4 28.6 0.0 0.0 471.4 439 

40 
教職員への人権侵害と思える言動を起こさな

い。 
57.1 42.9 0.0 0.0 457.1 400 

41 
いじめ防止等対策の組織を機能させ、いじめの

防止早期発見・対処に役立てる。 
61.9 38.1 0.0 0.0 461.9 457 

42 
心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響

を与えるようないじめを認めない。 
81.0 19.0 0.0 0.0 481.0 474 

※＝昨年度と文言の変更あり 

Plan９．進路指導：児童や保護者のニーズに応える進路指導をめざす 

（評価の目標点 ４００） 

№ 項目【Ｄｏ】 
割合（％） 得点 得点 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ R04 R03 

43 
進路指導説明会や進路指導コーナー等で、保護

者が必要とする進路情報を提供する。※ 
57.9 21.1 15.8 5.3 410.5 441 

44 児童に進路希望に沿った進路指導を行う。 36.8 47.4 10.5 5.3 400.0 445 

45 
研修や情報共有会等で、教員が必要とする進路

指導情報を提供する場を設ける。（新設項目） 
31.6 47.4 15.8 5.3 384.2 - 

※＝昨年度と文言の変更あり 

Plan８．人権教育：人権侵害やいじめの実態を把握し、適切な指導や未然防止に取り組む 

（評価の目標点 ４００） 

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

36 

児童の実態に即した人権教育の年間指導計画に

基づき取り組んだ。生活目標と人権教育の整合

性が無い場面もあった。 

より身近な話題やテーマに即した内容を

検討する必要がある。 

37 

宗教の時間に学んだことや、「みほとけのここ

ろ」などの生活目標を、日常の生活に活かそう

とする児童が増えつつある。 

日常的に友達の話をしっかりと聞く、相

手の立場に立った言動など人を思いやる

心を指導者が細やかな指導を心がける。 

38 

個々それぞれに長所等があり、違いを認め合う

ことを根幹にした指導を行い事象が起こらない

よう取り組んだ。 

児童の状況をよりアセスメントする必要

があり、教員研修を検討する必要がある 

39 
児童に対する言葉遣いにおいて人権侵害を起こ

さないよう、各教員が心掛けている。 

事象が発生した場合は組織的な取組みを

迅速に行う。 

40 

互いの立場に立った言動を心がけ、よりよい人

間関係を築くことを目指し、職務を遂行してい

る。 

風通しの良い職場作りをそれぞれの立場

で行う。 

41 

いじめ関連アンケートの実施等いじめ防止に取

り組むとともに、日々の児童の言動に留意し必

要に応じてクラス及び学年指導に取り組んだ。 

計画的にアンケートの実施と、アンケー

トの内容について検討する必要がある 

42 

指導すべき事象が起きた時は、直ちに指導をし

ている。また、必要に応じて、いじめ対策防止

委員会を設定し、迅速かつ、適切な早期解決が

できている。 

仏教教育を軸に、おもいやりの心を育

み、より良い人間関係の形成を図る。事

象が起こった際は、生活指導部や安全安

心対策室と連携し、迅速にかつ適切な解

決を目指す。 

 

Plan９．進路指導：児童や保護者のニーズに応える進路指導をめざす 

（評価の目標点 ４００） 

№ 結果分析【Ｃｈｅｃｋ】 
次年度以降の対策 

【Ａｃｔｉｏｎ】 

43 

情報提供や進路相談を積極的に行った。新カリ

キュラムでの初めての卒業生を輩出する年度と

なり、教員の課題意識が高まっている。 

教員研修等を通して私立中学校や中学入

試情報を共有し、より的確な情報提供が

できるようにする。 

44 

児童個々の進路希望に応じて進路指導を行っ

た。中学年以下でも進路を意識した指導を行っ

ていく必要を感じる。 

教員研修の中で、学年別の進路指導の在

り方を考え合う場を設ける。 

45 

学期に 1 度ずつ、また、長期休業中に研修会を

行った。教員のニーズに合った内容となってい

ない部分もあったと振り返る。 

教員が必要とする情報を事前に収集し、

進路指導や進路相談に効果的な研修会を

実施する。 
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■ 保護者アンケート集計 全校 提出率 65.8％ 

 

■ 学校関係者評価                                   

  

後援会実行委員会役員の方々より評価をいただきました。校内における自己評価の集計結果や日常の

教育活動についてのご意見をまとめさせていただきました。 

 

１．学校運営・学年運営・学級運営 

学級、学年、学校の連携がよくとれていたと感じています。学校全体で子どもたちの情報を共有

してくださったので、何か心配事があったり、子どもの様子が気になったりするときも安心して通

わせることができました。教育理念や学年目標も、毎月の配布物に掲げられており、保護者も折に

触れて意識することができました。 

ただ、一部の学級の雰囲気があまり改善されないまま年度末を迎えたことは、少し残念に思いま

す。他の解決方法はなかったのかと考えさせられました。そんな状況の中でも、子どもたちの関係

を模索していただいた先生方には感謝しかありません。これからも、子どもたち、学校、保護者が

連携を取りながら進めて行けたらと思います。 

アフタースクールの制度が変わり、より「習い事」に近い内容になったことはとても良かったで

す。「ミマモルメ」による講座申込、下校方法の登録について、運営開始当初は間違いなどもあり、

先生方のご負担も多かったと思いますが、使用する側としましても、慣れてくるとともに、大変便

利に使用することができました。 

 

２．仏教教育 

「利他と和の心」の育みを軸とした教育活動を入学当初からしていただけていると思います。コ

ロナ禍でより一層「利他と和の心」が大切になっている現在、仏教に親しむことのできる「仏教の

教え」「以和貴タイム」「ともいきタイム」「仏教校外学習」等の仏教の教えに親しむことのできる授

業や行事があることは大変うれしく感じております。可能な限り、Zoom や You tube での配信や公

開があると良いと思います。 

般若心経読経、瞑想、食事作法の日々の積み重ねは、間違いなく子どもたちの心を育てています。

受験当日に心を落ち着かせるために般若心経を心の中で唱えた、家庭でも食事作法を実践している

などということも聞きました。仏教教育の成果だと感じています。今のままの仏教精神に基づく心

の教育を行っていただくよう、お願いいたします。 

 

３．学習指導・学校行事 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしつつ、できる範囲で宿泊学習や校外学習、音楽発表

会３学年での運動会等の行事も実施され、子どもたちの笑顔が増し、活気が戻ってきました。また、

家庭科の調理実習や音楽科の歌唱、器楽演奏などの授業内の制限も緩和され、学びや視野を広げら

れる機会が増えました。授業公開も行われるなど各種行事に保護者が参加することができ、嬉しく

思うとともに、先生方の多大なるご配慮、ご尽力に感謝しております。 

33
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【５年生・６年生の保護者の方のみ】児童やご家庭の

実態と希望に応じた適切な進路指導がなされている。

仲間作りを通して個性が尊重され、いじめのない人間

関係の醸成がなされている。

愛校心を育み、高い規範意識をもった子どもを育てて

いる。

児童の健やかな成長に向けて、健康保持や体力向上の

取り組みがなされている。

確かな学力の定着に向けた教育課程が設けられ、工夫

された授業が展開されている。

仏教教育を基盤にした人間教育が、学校教育の基盤と

して根付いている。

建学の精神に則り、学校運営がなされている。

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

建学の精神に則り、学校運営がなされてい

る。 

仏教教育を基盤にした人間教育が、学校教

育の基盤として根付いている。 

確かな学力の定着に向けた教育課程が設け

られ、工夫された授業が展開されている。  

児童の健やかな成長に向けて、健康保持や

体力向上の取り組みがなされている。  

愛校心を育み、高い規範意識をもった子ど

もを育てている。 

仲間作りを通して個性が尊重され、いじめ

のない人間関係の醸成がなされている。  

【５年生・６年生の保護者の方のみ】児童

やご家庭の実態と希望に応じた適切な進

路指導がなされている。 
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塾との連携でカリキュラムが増えて大変だと思いますが、個々に合った提案をしていただいたの

で、それほど負担を感じないで過ごすことができました。子どもたちが受験を成功させ結果が出た

らより保護者の信頼を得られると思いますので、継続して取り組んでいただきたいと思います。 

タブレットを使った学習が定着し、子どもたちが使いこなしている様子に驚きました。特に探究

学習発表会でのプレゼンテーションの完成度は素晴らしかったです。しかし、タブレットの使い方

にも注意が必要です。高学年になると学習とは無関係の動画を見ていたりゲームをしている子ども

がいると聞いたりすることがありました。これからもタブレットの活用が増えていくであろう中で、

より正しく有効に活用されていくことを望みます。 

 

４．入試広報 

後援会として「オープンスクール」での座談会を担当しました。塾との連携 TT 授業や中学校への

進路の質問が多数ありました。小学校生活の充実だけでなく、中学校の進路を踏まえて四天王寺小

学校を選ばれる保護者がたくさんいました。また、在校生も園児との交流を行う機会がありました。

参加したお子様にとっても楽しい内容になっていたのではないでしょうか。 

ホームページでのブログやインスタグラムの更新が活発でした。ブログは文章が読みやすく、イ

ンスタグラムはひと目で活動内容が分かるように工夫されています。学校の考え方や明るい元気な

児童の姿を拝見でき、四天王寺小学校の素敵な雰囲気が伝わってきて、とても好感が持てます。小

学校選びをしている保護者が一番気になっている部分だと思いますので、よい PR ができていると

感じています。在校生の保護者にとっても、子どもたちの様子を確認でき、嬉しく思っております。

ぜひ継続していただきたいです。 

幼児教室や協働でイベントを実施した企業から、四天王寺小学校の先生方は熱心である、とても

優しく親切で、好印象だと伺いました。大変うれしく思いました。 

 

５．健康教育 

運動会の開催形態が感染状況に応じて少しずつ緩和されて、保護者としても安心して参加するこ

とができました。３学年合同の運動会は現在の状況下においては、非常に適切な対応だったと思い

ますし、短時間で参観しやすかったです。次年度からは、ぜひ全学年で盛大に開催されることを願

っています。 

高学年になるにつれて体を動かす機会が減っていることに少し心配しています。体育科などで、

対応していただけるとありがたいです。 

後援会として「給食試食会」を３年ぶりに実施することができました。保護者の方たちの交流の

きっかけとなったり、給食や食育について考える良い機会となったりしたのではないでしょうか。

できれば、在学中に１度ではなく、複数回機会を作っていただければ、食育についてもっと家庭で

親子でお話しする機会が増えるのではないかと思います。学年によって残食のばらつきがあること

が気になります。個々の子どもに事情があると思うのですが、学校としての指導を統一していただ

くとともに、ぜひ、食育の大切さを親子で学べる機会があればよいと思います。 

毎月、後援会、先生方、給食業者さんと「給食会議」を行ってきました。こんなにも細かいところ

まで献立を練り、考えてくださっていることに驚き、感謝しています。アレルギーの対応にもしっ

かり注意を払ってくださっていると感じています。 

家庭ではなかなかできない「性教育」を外部の講師を招いてしていただきました。大切なことを

伝えていただいたと感じています。保健室は怪我の治療や体調不良を見ていただくところだけでな

く、子どもが悩み事や身体の事などを話しやすい雰囲気を作ってくださっています。今後とも、訪

れやすい雰囲気でいていただければありがたいです。 

 

６．生活指導 

下校指導が月に１回行われることで、電車やバスでのマナーを身につけてくださっていると感じ

ています。しかしながら、依然として電車内でマナーの悪い本校の児童を目にすることがあります。

継続してマナー指導を行っていただくとともに、各家庭でも公共マナーについて意識していただく

機会があればよいと思います。 

登下校時の電車同乗や藤井寺駅からの見守りをしっかりとしていただいているのが安心です。１

年生保護者の方にも登校支援をしていただいています。共働き家庭が増え、ご両親ともお忙しくさ

れているご家庭が多い中、一部の保護者に偏りが出ないように、後援会としても学校とともに、今

後の実施形態を見直しても良いのではないかと思っています。 

１年生に警察の方をお招きしての交通安全指導をしていただき、ありがたかったです。 

放課後４年生以上が外で思いっきり遊べる機会があり、嬉しいです。また、先生方が常に見守っ

てくださっているので安心しています。 

 

７．人権教育 

いじめ問題や児童同士のトラブルはどの学年からも耳にしますが、子どもたちと先生方の距離が

近いことで、些細な変化にも気づいていただいているように思います。先生方同士で情報の共有を

していただいていることで、担任の先生以外にも相談し、対応していただいています。学校生活で

一番心配なことは、仲間外れやいじめです。先生方は、いつも目を光らせくださっていると感じて

います。 

表向きは解決しているように見えるトラブルも、水面下では難しい問題が多々あると思います。

問題が起きたときに、もう少し保護者への説明が必要だと感じました。一部の学年では、保護者間

で困惑しているとの声があり、心配しました。また、昨今見えづらいＳＮＳ等での保護者のやり取

りからトラブルが発生することもあります。学校として対応していただけたことが、今後のトラブ

ル回避にもつながると期待しています。 

スクールカウンセラーが常駐していることはとても心強いです。スクールカウンセラーの先生が

もっと身近な存在になるよう、紹介していただく機会が増えればありがたいです。 
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８．進路指導 

今年度は、新カリキュラムになり、初めての中学受験の年となりました。期待と不安が入り混じ

っていましたが、小学校の先生方と日能研講師の方々のサポートがあってとても心強かったです。

定期的に、また、疑問を感じた時には、すぐに進路指導の先生に面談を申し込み、お話しさせてい

ただいてきました。成績や学習の様子を普段の学校生活を見てくださっている先生方に聞くことが

できたのは、非常に心強かったです。今後、中学年、低学年の保護者のみなさんも相談の希望が増

えていくように思います。担任の先生にも普段の面談に加えて、進路についてできる機会が増えれ

ば、よりありがたいです。 

２年間の塾との連携ＴＴ授業と進路指導を振り返り、今後も、在校生の子どもたちが希望の進路

を獲得できるよう、更なる発展を願います。偏差値だけに頼らない志望校選びや進路について指導

をしていただけるのは、四天王寺小学校にしかできないことだと思います。 
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